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冬季・春季におけるアジア下流域での高濃度オゾン域の形成

Formation of high-ozone regions downstream of the Asian continent in winter and spring
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冬季・春季における西太平洋でのオゾンに対する人間活動の影響を３次元化学輸送モデルGEOS-CHEMを用いて調べ
た。最初に PEACE航空機観測データとの比較によりGEOS-CHEMが良く観測値を再現することを確認した。検証され
たGEOS-CHEMによる西太平洋域におけるオゾン分布をオゾン化学・輸送の観点から解釈した。GEOS-CHEMの計算に
よれば東アジア（中国、日本、韓国）から放出される NOxが西太平洋境界層の高濃度オゾン場を形成することがわかっ
た。この高濃度オゾン場の空間領域と季節変動について述べる。


